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議
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月
９
日
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議

３
月
３
月
1111
日
福
祉
企
業
委
員
会

日
福
祉
企
業
委
員
会

き
よ
た
純
子
が
質
問
し
た
内
容
の

き
よ
た
純
子
が
質
問
し
た
内
容
の

一
部
を
掲
載
し
ま
す

一
部
を
掲
載
し
ま
す

　

新
学
習
指
導
要
領
で

の
語
彙
の
習
得
目
標
は

小
学
校
が
６
０
０
語
~

７
０
０
語
。中
学
校
で
は
、

１
２
０
０
語
が
１
６
０
０

語
~
１
８
０
０
語
に
増
え

ま
し
た
。
中
学
校
英
語
は

内
容
も
高
度
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
機
会
を
提
供
す
る
外

国
語
指
導
助
手
（
A
L
T
）

を
、
２
０
２
１
年
度
は
１

ク
ラ
ス
当
た
り
年
間
平
均

小
学
校
25
時
間
、
中
学
校

11
時
間
派
遣
し
て
い
ま

す
。
海
外
の
A
L
T
の

方
に
教
え
て
も
ら
う
の

は
、
英
語
嫌
い
の
子
ど
も

に
と
っ
て
も
、
い
い
影
響

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

２
０
２
２
年
度
は
、
小
学

校
の
１
ク
ラ
ス
当
た
り
年

間
平
均
派
遣
時
間
は
前
年

よ
り
５
日
分
減
り
、
中
学

校
で
は
約
半
分
に
な
り
ま

外
国
語
指
導
助
手（

外
国
語
指
導
助
手（
A
L
T

A
L
T
））

の
派
遣
削
減
に
つ
い
て

の
派
遣
削
減
に
つ
い
て

ロ
シ
ア
に
抗
議

ロ
シ
ア
に
抗
議

高
齢
者
施
設
で
の

高
齢
者
施
設
で
の

コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に

よ
っ
て
、
介
護
施
設
で
ク

ラ
ス
タ
ー
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
第
６
波
で
は

入
院
が
で
き
ず
に
施
設
内

で
療
養
に
な
る
状
況
が
あ

り
ま
す
。
他
の
施
設
で
の

療
養
も
し
く
わ
、
入
院
が

必
要
な
人
は
、
で
き
る
よ

う
に
す
る
べ
き
で
す
。

　
陽
性
者
と
他
の
人
と
を

居
住
区
域
を
わ
け
る
工
夫

も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
生

活
施
設
で
す
か
ら
、
隔
離

3月
議会

す
。
私
は
こ
の
間
、
英
語

教
育
へ
の
人
員
配
置
の
充

実
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

中
学
校
へ
の
A
L
T
派

遣
の
削
減
を
見
直
す
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

　
３
月
１
日
、
議
会
の
冒

頭
で
高
槻
市
議
会
は
「
ロ

す
る
た
め
の
十
分
な
設
備

は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
で

は
感
染
者
へ
の
対
応
を
す

る
こ
と
も
あ
り
、
職
員
が

感
染
す
る
な
ど
、
人
員
不

足
も
深
刻
で
す
。

　

松
戸
市
で
は
市
独
自

に
「
ク
ラ
ス
タ
ー
化
」
防

止
緊
急
補
助
金
を
出
し

て
い
ま
す
。
施
設
内
の
感

染
防
止
や
、
サ
ー
ビ
ス
継

続
を
行
う
た
め
の
必
要
な

対
応
を
行
う
場
合
の
経
費

と
し
て
、
１
施
設
当
た
り

１
０
０
万
円
の
支
給
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
は
高
槻

市
で
も
補
助
金
を
検
討

し
、高
齢
者
の
命
を
守
り
、

施
設
運
営
が
継
続
で
き
る

よ
う
、
柔
軟
な
支
援
を
と

求
め
ま
し
た
。

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対

す
る
侵
略
を
非
難
す
る
」

決
議
を
、
全
員
賛
成
で
採

択
し
ま
し
た
。
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後
期
高
齢
者
医
療
費
の
２
倍
化

後
期
高
齢
者
医
療
費
の
２
倍
化

に
反
対

に
反
対

限
度
額
を
超
え
た
場
合
の

限
度
額
を
超
え
た
場
合
の

手
続
き
内
容

手
続
き
内
容

障
が
い
児
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　
政
府
は
75
歳
以
上
の
医

療
費
窓
口
負
担
に
２
割
負

担（
今
年
10
月
か
ら
実
施
）

を
導
入
す
る
改
悪
を
強

行
。
高
槻
市
の
２
割
負
担

の
対
象
者
の
見
込
み
数
は

約
１
万
５
千
人
で
、
全
被

保
険
者
の
約
27
％
で
す
。

　

２
割
負
担
に
な
る
人

に
軽
減
策
が
あ
り
ま
す
。

外
来
受
診
で
月
額
上
限

３
０
０
０
円
以
上
は
、
負

担
を
し
な
く
て
も
良
い
よ

う
に
、
限
度
額
を
設
け
る

と
の
こ
と
で
す
。
軽
減
策

は
あ
っ
て
も
、
こ
の
軽
減

策
も
３
年
間
で
終
わ
り
で

す
。

　

高
槻
市
の
説
明
で
は
、

高
額
医
療
費
の
上
限
額
を

超
え
た
場
合
に
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
郵
送
で
償
還
払
い
が
で

き
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
通

知
が
届
く
と
の
こ
と
。
そ

の
後
、
振
込
口
座
な
ど
申

請
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
毎
回
、
手
続

き
を
し
な
く
て
も
い
い
よ

う
に
、
高
額
療
養
費
の
自

動
償
還
払
い
手
続
き
も
あ

り
、
振
込
口
座
の
登
録
を

し
て
い
な
い
２
割
負
担
の

対
象
者
に
事
前
に
申
請
書

　
ま
た
、
医
療
費
の
上
限

額
３
０
０
０
円
の
手
続
き

も
大
変
で
す
。
複
数
の
病

院
に
通
院
す
る
場
合
は
、

限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ

を
郵
送
す
る
予
定
だ
と
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
の

手
続
き
を
75
歳
以
上
の
高

齢
の
方
が
す
る
の
は
大
変

で
す
。
大
事
な
手
紙
を
見

落
と
す
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
私
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
高

齢
者
の
命
と
健
康
を
守
る

こ
と
が
問
わ
れ
る
時
に
医

療
費
の
負
担
を
増
や
す
の

は
問
題
だ
と
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
特
別
会
計
予

算
に
反
対
し
ま
し
た
。

４月20日水 10時〜11時半日　時：

た
場
合
、
償
還
払
い
に
な

り
ま
す
。
お
金
を
返
し
て

も
ら
う
に
は
、
後
日
手
続

き
が
必
要
で
す
。

民間学童保育室の助成事業について民間学童保育室の助成事業について
　
小
学
校
４
年
生
以
上
の
高
学

年
対
応
、
待
機
児
童
対
策
と
し

て
、
民
間
学
童
保
育
室
に
運
営

事
業
費
補
助
金
や
施
設
整
備
補

助
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
度
13
か
所

だ
っ
た
民
間
学
童
保
育
室
が

２
０
２
２
年
度
は
19
か
所
に
な

り
、
さ
ら
に
２
０
２
２
年
度
は

５
か
所
が
新
た
に
整
備
さ
れ
る

計
画
で
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
民

間
学
童
保
育
室
は
24
か
所
に
な

り
ま
す
。

　
民
間
学
童
保
育
室
の
補
助
金

の
使
い
方
な
ど
の
監
査
は
、
書

面
で
の
報
告
だ
け
で
す
。
こ
れ

だ
け
多
く
の
子
ど
も
み
る
施
設

で
す
。
私
は
、
立
ち
入
り
監
査

な
ど
、
年
に
１
回
は
見
に
行
く

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
障
害
児
を
受
け
入
れ
る
民
間

学
童
保
育
室
に
約
１
９
０
万
円

補
助
さ
れ
ま
す
。
民
間
学
童
保

育
室
は
こ
の
１
、２
年
で
２
倍

に
増
え
、
障
が
い
児
の
受
け
入

れ
も
増
や
さ
れ
ま
す
。
保
育
の

質
を
担
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
と
く
に
障
が
い
児
に
対
す
る

保
育
は
、
障
が
い
特
性
や
対
応

な
ど
知
識
と
経
験
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
障
が
い
児
を

担
当
す
る
職
員
は
研
修
な
ど
が

必
要
で
す
。

　
高
槻
市
の
説
明
で
は
、
公
立

学
童
保
育
室
で
は
、
大
阪
府
が

実
施
す
る
研
修
を
活
用
し
て
お

り
、
民
間
学
童
保
育
室
に
も
、

同
じ
研
修
を
随
時
案
内
し
、
希

望
者
が
受
講
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
私
は
、
障
が
い
児
を

受
け
入
れ
て
い
る
学
童
保
育
室

は
、
研
修
を
必
ず
受
け
る
こ
と

が
必
要
だ
と
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
民
間
学
童
保
育
室
か

ら
障
が
い
児
の
保
育
に
つ
い
て

の
相
談
が
あ
る
場
合
の
対
応
に

つ
い
て
は
、「
子
育
て
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る

障
が
い
児
に
対
す
る
訪
問
型
の

支
援
事
業
な
ど
で
対
応
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
子
ど

も
の
成
長
を
保
障
で
き
る
よ
う

に
対
応
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

３
月
３
月
1111
日
福
祉
企
業
委
員
会
の
つ
づ
き

日
福
祉
企
業
委
員
会
の
つ
づ
き


